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員
定
数
は
条
例
で
定
め

　
　
　
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内

容
を
決
め
る
の
は
深
川
市
議
会

で
す
。
市
議
会
で
は
こ
れ
ま
で

に
も
、
そ
の
時
々
の
状
況
に
応

じ
て
、
議
員
定
数
の
在
り
方
に

つ
い
て
話
合
い
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
令
和
５
年
執

行
の
市
議
会
議
員
選
挙
が
無
投

票
と
な
っ
た
こ
と
や
、
同
年
に

「
議
員
定
数
の
削
減
を
求
め
る

陳
情
」
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
人
口
減
少
や
社
会
環
境

の
変
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
令

和
９
年
６
月
の
次
期
改
選
に
向

け
て
、
現
在
の
定
数
が
本
市
に

と
っ
て
適
切
で
あ
る
か
を
改
め

て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
議
会
の
役
割
や

深
川
市
の
地
域
性
、
他
市
の
状

況
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

現
在
の
議
員
定
数
14
人
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
を
、
議
会
運
営

委
員
会
に
お
い
て
決
定
し
ま
し

た
。

どうするの？ 議員定数

議

　６月５日、市内各団体の代表者の皆さんと意見交換を行い
ました。こうした市民の皆さんの声を踏まえながら、議員定
数の在り方について検討を進めてきました。

市内各団体との意見交換会

次
期
市
議
選
は

現
状
の
定
数
14
人
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

維
持
す
る
こ
と
に
決
定

定
数
維
持
の
理
由

４
つ
の
視
点

①
議
会
の
役
割

　
市
の
取
組
を
適
切
に
チ

ェ
ッ
ク
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
様
々
な
意
見
を
市
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
は

一
定
数
の
議
員
が
必
要

②
委
員
会
の
機
能

　
議
案
や
政
策
課
題
に
つ

い
て
、
継
続
的
に
調
査
や

審
査
を
行
う
委
員
会
の
働

き
を
十
分
に
保
つ
た
め
、

現
在
の
二
委
員
会
制
を
維

持
す
る
こ
と
が
大
切

③
地
域
性
へ
の
配
慮

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
声

を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

市
政
に
届
け
る
役
割
が
求

め
ら
れ
て
い
る

④
類
似
市
と
の
比
較

　
人
口
規
模
が
近
い
他
市

と
比
べ
て
も
、
深
川
市
の

議
員
定
数
は
特
に
多
い
水

準
で
は
な
い

意見交意見交意見交意見交意見交意見交意見交意見交換会会会ででではははは

こんな声を

いただきました

　人口減少だけを理
由に定数を削減する
のは適切ではない。
議員がより多くの市
民の声を行政に届け
るためにも現在の議
員定数がよい。

　議員の皆さんには
深川の町なかをどう
するのかという問題
を真っすぐ見て、中
身の濃い議論をして
もらいたい。

　類似市と比較して
も議員数は多くない。
深川市の地理的環境
や多様性を重視する
観点からも現状維持
が望ましい。

　人口減少や産業構造
が変化する中、議会も
合理化を進める必要が
ある。工夫すれば議員
数を減らしても市民の
意見は集約できるので
はないか。

　過疎化や高齢化が
進む地域では議員と
住民が接する機会が
重要。人口だけでな
く面積も考慮すべき
である。

意見交換会では

こんな声を

いただきました

意見交換会 ＜参加団体＞
深川市町内会連合会連絡協議会、深川市シルバークラブ連合会、深川市
男女平等参画推進協議会、深川商工会議所、きたそらち農業協同組合、
きたそらち農業協同組合青年部深川支部、深川市内ＪＡ女性部連絡協議
会、連合北海道深川地区連合会


